
荷主企業と貨物自動車運送企業の連携した取組についてご紹介します
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運送企業：滋賀近交運輸倉庫株式会社
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滋賀労働局（局長 小島 裕）では、過労死等防止啓発月間である11月に、過労死等

につながる過重労働などへの対応として、｢過重労働解消キャンペーン｣を行っており、

その取組の一つとして、労働局長が長時間労働削減に向けた積極的な取組を行ってい

る企業を訪問し、収集した取組事例を地域にご紹介しています。

今年度は、物流の2024年問題に直面する中で、荷主企業と運送企業が連携してト

ラック運転者の長時間労働の削減に積極的に取り組んでいる好事例として、荷主企業

としてパナソニック ホームズ株式会社（代表取締役社長 井上 二郎氏、湖東工場：東

近江市下岸本町10番地）、運送企業として滋賀近交運輸倉庫株式会社（代表取締役

山田 普氏、長浜市山階町138番地）における連携した取組事例を伺ってきました。

パナソニックホームズ株式会社は滋賀近交運輸倉庫株式会社をはじめとした取引運送

各社と連携した取組を積極的に実施、また滋賀近交運輸倉庫株式会社は独自の中継輸送

等の取組も実施されており、荷主企業と運送企業双方の参考になる事例と考えられます

ので、荷主企業と運送企業が一丸となった物流環境改善の取組にご活用ください。

滋 賀 労 働 局 発 表
令和５年11月28日

◆ １日あたりの労働時間対策：中継輸送・ゆとりのあるリードタイムの導入
◆ 年間の総労働時間対策：荷の配送が必要な物流着日数の段階的削減
◆ 運賃・料金の明確化と見直し
◆ 工場内での積込みの効率化
◇ 中継輸送を繋ぎ合わせた長距離輸送システムの構築

取組の概要 ※ 詳細は別紙を参照。◆は連携取組・◇は運送企業独自取組。

※ 労働局長（右）から記念の盾をお渡ししました。

パナソニック ホームズ株式会社 滋賀近交運輸倉庫株式会社



荷主企業：パナソニック ホームズ株式会社

運送企業に配慮した荷主としての取組の実行

① 物流の2024年問題に関する取組の契機・危機感について
2012年に首都圏地区で集車に苦労した経験があり、将来的には

全国で集車に苦戦する時代が到来することを予測していたため、早
くから課題視して取組を開始している。
2024年問題の最大のリスクは「運べなくなること」と考え、多

少のコストアップやリードタイムの延長があっても、最大のリスク
である「運べなくなること」を回避することが当面の課題であると
思い取組を行っている。同問題に運送企業と共同で取り組むことで、
ドライバー不足の解消のきっかけとできれば、お互いが良い方向に
進めると考えている。

② 同問題に関する取組の検討・実行について
直近では2023年度からの３か年の中期計画において、物流の
2024年問題への対応を明文化して、物流担当部署だけではなく、
社内横断的に取組を実行している。

④ 物流の2024年問題取組で苦労した点、成果・メリットについて
物流に直接関与しない社内部門との課題の共有、施策や予算確保

のコンセンサスを得ることに苦労する面もあるが、ドライバーの働
き方改革が推進され、ドライバー不足の解消に繋がればそれが一番
のメリットと考えている。

③ 同問題に関する取引先運送企業との協議について
価格等の面では、毎年、標準貨物自動車運送約款（※）との整合

を図るための価格改定を行っており、年度毎に運送企業との面談を
設け、荷主側から要望・要求の確認を行っている。また、社会情勢
の急激な変化が生じた場合は、運送企業から要望書をもらう形で協
議をするようにしている。
安全、品質面や出荷に関しては、情報を資料として運送企業に発

信し、意見や質問を受け付けるようにしている。コロナ禍前は運送
企業の配車責任者と月１回の会合を行っており、令和６年度からの
再開を計画している。

※国土交通省が制定する運送事業者と荷主の契約書の雛形

別紙



① １日当たりの労働時間対策
遠隔地の配送を直送から中継配送に切り替えることで、ドライ

バーの１日当たりの労働時間削減に取り組んでいる。中継拠点の確
保や中継輸送の方式により積替え作業が発生するが、そのコストを
荷主側で負担している。
また、出荷拠点から配送先（建設現場）までのリードタイムを出

荷日の翌日着から翌々日着へ変更することで、ゆとりを持った運行
計画でドライバーが配送できている。

＜工場間輸送＞ ＜建設現場への配送＞

＜リードタイムの変更＞

連携した取組の内容について

荷主企業と運送企業の連携した取組について

遠隔地への配送形態を
直送→中継配送に

※左上図はパナソニック ホームズ株式会社
ＨＰから、右上図・下図は同社資料から引用



② 年間の総労働時間対策
荷主企業の建設部門との調整に

より、建設現場の４週８休制への
移行と連動する形で、現場への荷
の配送が必要な物流着日数の段階
的削減を行っており、ドライバー
の稼働日数、年間の総労働時間の
削減に取り組んでいる。
※右図はパナソニック ホームズ株式会社資料
から引用

建設業の2024年問題にも
連動して取組！

③ 運賃・料金の明確化と見直し
標準貨物自動車運送約款との整合を図るため、運賃と料金の区別

を明確化するとともに、計画的に運送企業に配慮した料金の見直し
を行っている。
■ 積込・取卸補助作業料（※）を2021年度から新設
■ 燃料サーチャージの支払
■ トラック待機料（建設現場）の基準緩和
※積込・荷卸は荷主側で対応しているが、ドライバーに補助作業を行ってもらうため、
その作業料を支払っている。

＜参考：標準貨物自動車運送約款の改正＞



④ 工場内での積込みの効率化
出荷品の荷揃えを積込み前日までに完了させ、ドライバーが荷待

ちすることなく積込みができる体制としている。また、工場内での
積込み車両の移動時間や作業時間の短縮のため、荷主企業の製造部
門との連携により、積込みの効率化に取り組んでいる。
■ 工場内に積込み場が複数箇所あり、積込み車両が積込み場を最大３箇所回っていた。
⇒積込み車両に合わせて荷の配置を見直したことで、１箇所のみで積込みを完了する
車両が増加、ドライバーの移動時間を削減できた。

■ 製造ライン・完成品ごとの荷の集約であったため、大型車両１台あたり20～30パ
レットの積載を必要としていた。 ※下図はパナソニック ホームズ株式会社資料から引用

⇒集約した荷を特性・容積を考慮した荷姿（山）に組み直すことで効率化を図り、積
込み時間を60分→20分に削減した。

■ 一部の荷（屋根パネル）について、積載荷姿に組み直す作業の補助を積込み当日に
ドライバーにお願いしていた。 ※下図はパナソニック ホームズ株式会社資料から引用

⇒荷主企業の作業員が倉庫内で積載荷姿に組み直す作業を事前に行うことで、ドライ
バーの補助作業が不要に。また、パレット数も削減して積込みも効率化することで、
ドライバーの拘束時間を30分→10分に削減した。



運送企業：滋賀近交運輸倉庫株式会社

ドライバーが毎日家に帰れる就労環境の実現

● 長時間労働を前提とした長距離チャーター便から撤退し、「クロ
スドックチェーン」へ
滋賀近交運輸倉庫株式会社は採用している中継輸送の方式を「ク

ロスシステム」と呼び、また同中継輸送を繋ぎ合わせて長距離を運
ぶ新たな輸送システムを構築し、「クロスドックチェーン」と名付
けて特許を取得、実用新案も登録している。また、同中継輸送の方
式は、パナソニック ホームズ株式会社にも提案し、工場間輸送に採
用されている。

※滋賀近交運輸倉庫株式会社
ＨＰから引用

初期に大規模な投資を必要とする
等課題も多かったが、ドライバー
が毎日家に帰れる就労環境実現の

ため、トップが英断！



● 中継輸送はトレーラー・トラクター方式を採用
中継輸送には、同じ車両でドライバーが交代する方式や、荷を積

み替える方式もあるが、前者は同じ車両を回し乗りすることに嫌悪
感を示すドライバーが多いこと、後者は荷を積み替える際の不良が
発生する可能性や荷役作業に取られる時間分労働時間が長くなる可
能性があるため、滋賀近交運輸倉庫株式会社ではトレーラー・トラ
クター方式を採用している。トレーラー・トラクター方式では中継
地での作業時間は短時間で終わる。

＜中継輸送の例＞

※滋賀近交運輸倉庫株式会社ＨＰから引用

※国土交通省作成資料から引用

流通業務の総合
化・効率化を図る
事業として、流通
業務総合効率化事
業に認定！

◆1人のドライバーが2日や３日を掛けて荷を輸送する長距離
便と異なり、中継地までの輸送に留まることから、ドライバー
は毎日自宅に帰れる。



物流の2024年問題に対する荷主企業と貨物自動車運送企業の
連携した取組の必要性について

※国土交通省作成資料から抜粋

上限規制の適用等に向けてトラックドライバーの長時間労働の是正等の働き方改革
を積極的に進める必要があるが、取引慣行の見直し等物流の効率化に関する対応を
併せて行わなかった場合、将来的な輸送能力が不足する可能性が高い。
ただし、取引慣行などは個々の運送業者の努力だけでは見直すことが困難なため、
荷主の協力が不可欠となっている。

取引慣行などの見直しは荷主の負担増につながることもあるため、
荷主からの協力が得られないケースも！

参考



トラック運転者の過労死等（※）の状況について 参考

脳・心臓疾患の請求件数・支給決定件数の多い業種（中分類上位１５業種）

トラック運転者の過労死等の推移
（脳・心臓疾患の支給決定件数に占める割合）

※業務における過重な負荷による脳血管疾患若しく
は心臓疾患を原因とする死亡又はこれらの脳血管疾
患若しくは心臓疾患。本資料では精神障害除く。



●また、厚生労働省では、トラック運転者
の長時間労働改善に向けて、労務管理上の
改善、荷主と運送事業者の協力による作業
環境の改善等を図るためのご相談を無料で
お受けする「トラック運転者の長時間労働
改善特別相談センター」も設けております
ので、困りごとなど、ご相談ください。
専用Webサイト（※）の問合せフォーム

かフリーダイヤル（西日本：0120-625-
109）でご利用いただけます。

※専用Webサイトは上記「自動車運転者の長時間労
働改善に向けたポータルサイト」から移動できます。

●自動車運転者の長時間労働改善に関する取組で悩まれる場合は、
厚生労働省の「自動車運転者の長時間労働改善に向けたポータルサ
イト」も参考としてください。
同サイトには、改善に関する事例等の情報や

自社の取組状況に係る簡単自己判断のコンテン
ツが設けられています。
https://driver-roudou-jikan.mhlw.go.jp

自動車運転者の長時間労働改善の取組に関する
情報サイト・相談窓口について

参考


